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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2022年３月期第２四半期 108,974 － 2,398 261.6 2,630 186.8 1,728 93.3
2021年３月期第２四半期 76,185 △26.3 663 △59.2 916 △50.3 894 △26.3

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期 2,126百万円（27.4％） 2021年３月期第２四半期 1,668百万円（309.8％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
2022年３月期第２四半期 81.38 79.46
2021年３月期第２四半期 41.64 40.67

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％
2022年３月期第２四半期 129,408 48,893 37.5
2021年３月期 115,916 47,635 40.8

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 48,511百万円 2021年３月期 47,289百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 20.00 － 23.00 43.00

2022年３月期 － 24.00

2022年３月期（予想） － 24.00 48.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 205,000 － 4,200 50.2 4,600 37.4 3,300 18.5 154.81

（注1）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第２四半期に係る売上高については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
り、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。

２．配当の状況

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注2）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しており、2022年３月期通期に係る売上高については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており、対前期

増減率は記載しておりません。



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Q 21,799,050株 2021年３月期 21,799,050株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Q 649,751株 2021年３月期 312,131株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Q 21,244,821株 2021年３月期２Q 21,482,263株

※  注記事項

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（注）詳細は、添付資料９ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧下さい。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症による影響で経済活動の制約が

続いている中、部品調達難等によるサプライチェーンの混乱も懸念されており、依然として不透明な状況が続い

ております。一方で、ワクチン接種の普及等により経済活動の再開が進み、製造業を中心に景気の回復も見られ

ました。

　このような状況下におきまして、当社グループは、引き続き第二次中期経営計画で掲げた経営目標の進捗状況

を管理しながら各重点課題に取り組んでおり、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は1,089億7千4

百万円（前年同期比－％）、営業利益は23億9千8百万円（前年同期比261.6％増）、経常利益は26億3千万円（前

年同期比186.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は17億2千8百万円（前年同期比93.3％増）となりま

した。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間

の期首から適用しており、当第２四半期連結累計期間の売上高は41億1千4百万円減少しております。詳細につい

ては、添付資料９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更）」をご覧下さい。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①鉄鋼事業

鉄鋼事業においては、鋼材価格の上昇による影響に加え、主要取引業界である商用車業界や国内の建産機業界

向けの販売が堅調に推移したこと等により、売上高は706億1千6百万円（前年同期比－％）、営業利益は13億6千

4百万円（前年同期比2063.0％増）となりました。

②非鉄金属事業

非鉄金属事業においては、地金相場の上昇による影響に加え、主要取引業界である商用車業界向けの販売が堅

調に推移したこと等により、売上高は163億6千1百万円（前年同期比－％）、営業利益は1億7千4百万円（前年同

期比6835.9％増）となりました。

③電子事業

電子事業においては、主力のプリント配線基板用積層板の販売に加えて、液晶、半導体向け部材の輸出及び部

品の販売が堅調に推移したことにより、売上高は126億6千9百万円（前年同期比－％）、営業利益は4億4千4百万

円（前年同期比162.5％増）となりました。

④ライフ営業事業

ライフ営業事業においては、外出自粛による在宅での消費需要が高まる中、自社商品販売を推進しましたが、

売上高は52億5千9百万円（前年同期比－％）、営業利益は4億7千6百万円（前年同期比7.6％減）となりました。

⑤機械・工具事業

機械・工具事業においては、国内の設備投資需要が低迷したこと等により、売上高は24億1千1百万円（前年同

期比－％）、営業損失は5千6百万円（前年同期は営業損失8千7百万円）となりました。

⑥営業開発事業

営業開発事業においては、主力の商材及び工事案件を適宜受注しましたが、国内の設備投資需要が低迷したこ

と等により、売上高は16億5千6百万円（前年同期比－％）、営業損失は6百万円（前年同期は営業損失0百万円）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

　当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて134億9千2百万円増加し、

1,294億8百万円となりました。その要因の主なものは、流動資産において、商品及び製品や電子記録債権が増加

したこと等により130億1千6百万円増加したことであります。

②負債

　当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、前連結会計年度末に比べて122億3千4百万円増加し、805

億1千5百万円となりました。その要因の主なものは、流動負債において、買掛金や短期借入金が増加したこと等

により123億4千9百万円増加したことであります。

③純資産

　当第２四半期連結会計期間末の純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて12億5千8百万円増加し、

488億9千3百万円となりました。その要因の主なものは、利益剰余金が12億7百万円増加したこと、その他の包括

利益累計額において、その他有価証券評価差額金が4億9千万円増加したことであります。
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④キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益が26億2千9百万円となりましたが、売上債権の増加額55億1千5百万円、仕入債務の

増加額67億1千3百万円、棚卸資産の増加額51億8千万円、減価償却費4億8千3百万円等により、48億6千9百万円の

支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の取得による支出1億4千8百万円、投資有価証券の取得による支出1億4千8百万円等により、2億2

千8百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の純増額76億4千6百万円、長期借入金の返済による支出27億5千8百万円等により、49億1千8百万円

の収入となりました。

　これらの結果から、当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ1億6

千3百万円減少し、22億3百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結及び個別業績予想については、2021年７月30日の「第２四半期（累計）業績予想及び通期

業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,427 2,263

受取手形及び売掛金 48,270 50,688

電子記録債権 14,464 17,497

商品及び製品 15,978 21,137

その他 1,680 4,286

貸倒引当金 △109 △147

流動資産合計 82,711 95,727

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,120 5,849

土地 8,855 8,847

その他（純額） 1,851 1,727

有形固定資産合計 16,828 16,424

無形固定資産 180 158

投資その他の資産

投資有価証券 14,426 15,276

繰延税金資産 64 70

退職給付に係る資産 419 488

その他 1,377 1,431

貸倒引当金 △75 △147

投資損失引当金 △15 △20

投資その他の資産合計 16,196 17,098

固定資産合計 33,204 33,680

資産合計 115,916 129,408

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 36,870 41,945

電子記録債務 8,333 9,902

短期借入金 6,730 12,904

未払法人税等 774 897

賞与引当金 1,140 1,412

その他 2,661 1,797

流動負債合計 56,511 68,860

固定負債

長期借入金 8,818 8,481

繰延税金負債 2,399 2,628

退職給付に係る負債 119 126

役員退職慰労引当金 61 63

その他 370 355

固定負債合計 11,769 11,654

負債合計 68,281 80,515

純資産の部

株主資本

資本金 1,321 1,321

資本剰余金 867 862

利益剰余金 39,234 40,441

自己株式 △262 △640

株主資本合計 41,159 41,985

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,782 6,272

繰延ヘッジ損益 7 9

為替換算調整勘定 335 240

退職給付に係る調整累計額 4 4

その他の包括利益累計額合計 6,129 6,526

新株予約権 338 374

非支配株主持分 7 7

純資産合計 47,635 48,893

負債純資産合計 115,916 129,408
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上高 76,185 108,974

売上原価 70,018 99,853

売上総利益 6,166 9,121

販売費及び一般管理費 5,503 6,723

営業利益 663 2,398

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 172 184

受取賃貸料 74 73

仕入割引 19 29

雇用調整助成金 109 7

為替差益 － 10

その他 78 44

営業外収益合計 456 352

営業外費用

支払利息 75 68

売上債権売却損 1 1

賃貸費用 43 27

持分法による投資損失 64 0

為替差損 0 －

その他 17 23

営業外費用合計 202 120

経常利益 916 2,630

特別利益

固定資産売却益 293 0

投資有価証券売却益 368 8

特別利益合計 661 8

特別損失

固定資産除売却損 2 4

減損損失 116 －

投資有価証券評価損 65 0

子会社株式評価損 3 －

投資損失引当金繰入額 7 4

その他 0 －

特別損失合計 196 8

税金等調整前四半期純利益 1,381 2,629

法人税、住民税及び事業税 447 909

法人税等調整額 39 △9

法人税等合計 486 900

四半期純利益 894 1,729

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 894 1,728

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 894 1,729

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 810 497

繰延ヘッジ損益 △2 2

為替換算調整勘定 △48 △93

持分法適用会社に対する持分相当額 14 △9

その他の包括利益合計 774 396

四半期包括利益 1,668 2,126

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,668 2,126

非支配株主に係る四半期包括利益 0 0

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
  至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

  至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,381 2,629

減価償却費 494 483

貸倒引当金の増減額（△は減少） △76 109

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14 1

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △77 △68

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 7

受取利息及び受取配当金 △174 △187

支払利息 75 68

持分法による投資損益（△は益） 64 0

投資有価証券売却損益（△は益） △368 △8

固定資産除売却損益（△は益） △290 3

売上債権の増減額（△は増加） 13,716 △5,515

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,454 △5,180

仕入債務の増減額（△は減少） △10,387 6,713

その他 897 △3,268

小計 7,696 △4,210

利息及び配当金の受取額 188 199

利息の支払額 △77 △70

法人税等の支払額 △561 △786

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,246 △4,869

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △905 △148

有形固定資産の売却による収入 378 1

無形固定資産の取得による支出 △64 △8

投資有価証券の取得による支出 △10 △148

投資有価証券の売却による収入 431 14

貸付けによる支出 △116 △67

貸付金の回収による収入 28 111

その他 77 17

投資活動によるキャッシュ・フロー △181 △228

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,346 7,646

長期借入れによる収入 1,200 900

長期借入金の返済による支出 △1,648 △2,758

自己株式の取得による支出 △0 △399

配当金の支払額 △494 △491

その他 △0 21

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,290 4,918

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18 14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 756 △163

現金及び現金同等物の期首残高 1,906 2,367

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,662 2,203

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は、以下のとおりです。

（有償支給に係る収益認識）

　買戻し契約に該当する有償支給取引については、従来は支給先から受け取る対価を収益として認識しておりまし

たが、当該収益を認識しない方法に変更しております。

（本人及び代理人に係る収益認識）

　顧客への商品の提供における当社の役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る対価の総額を収

益として認識していましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認識する

方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用していますが、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に与える影響は軽微であります。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は41億1千4百万円減少、売上原価は41億1千4百万円減少しました

が、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益に影響はありません。

　また、流動資産の「受取手形及び売掛金」が23億9千万円減少し、「その他」に含まれる未収入金が同額増加し

ております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる影響はありません。
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（単位：百万円）

鉄鋼事業 非鉄金属事業 電子事業 ライフ営業事業機械・工具事業 営業開発事業

四半期連結損益

計算書計上額

（注）

売上高

外部顧客への売上高 48,141 10,122 7,978 5,612 2,652 1,678 76,185

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 48,141 10,122 7,978 5,612 2,652 1,678 76,185

セグメント利益

又は損失（△）
63 2 169 516 △87 △0 663

（単位：百万円）

鉄鋼事業 非鉄金属事業 電子事業 ライフ営業事業機械・工具事業 営業開発事業

四半期連結損益

計算書計上額

（注）

売上高

外部顧客への売上高 70,616 16,361 12,669 5,259 2,411 1,656 108,974

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 70,616 16,361 12,669 5,259 2,411 1,656 108,974

セグメント利益

又は損失（△）
1,364 174 444 476 △56 △6 2,398

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　鉄鋼事業セグメントにおいて、固定資産の減損損失116百万円を計上しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

３.報告セグメントの変更等に関する情報

　（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３

月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したた

め、報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の測定方法を同様に変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高は41億1千4百万円減少して

おります。その要因の主なものは、鉄鋼事業において、売上高が39億4千3百万円減少したことでありま

す。
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